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美祢市の人口に関する情報
（人口構成、人口増減、人口社会増減等）
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「示唆」
・2015年の老年齢人口割合は山口県と比べて高い。

美祢市：9,887人（37.80％）＞山口県：447,862人（31.88％）
⇒山口県の平均に比べ老年齢人口が高い。

・2015年の年少人口割合、生産年齢人口割合は山口県と比べて低い
（年少人口）
美祢市：2,502人（9.56％）＜山口県：170,022人（12.10％）
（生産年齢）
美祢市：13,749人（52.56％）＜山口県：778,430人（55.41％）

・今後、美祢市の総人口は2015年と比較して2020年に92％、2030年に
76.4％、2045年に55.2％になる。

※老年齢とは65歳以上、生産年齢とは15歳〜64歳、年少人口とは0歳〜14歳。
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「示唆」
• 2015年から2045年にかけて老年人口（65歳以上）は27.5％減少

する。

• 2015年から2045年にかけて生産年齢人口（15歳〜64歳）は54％
減少する。

• 2015年から2045年にかけて年少人口（0歳〜14歳）は61.7％減少
する。
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「示唆」
• 人口の社会減は2000年度から生じている。
• 人口の自然減は1994年度から生じている。
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「示唆」
• 人口の社会減は2001年度から生じている。
• 人口の自然減は1998年度から生じている。
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「示唆」

• 2008年-2012年の合計特殊出生率は全国と比較して低い。
• 2008年-2012年の合計特殊出生率は2018年の山口県と比較して

低い。
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「示唆」
• 2010年→2015年にかけて20〜24歳→25〜29歳の転入超過が多い。

• 2010年→2015年にかけて15〜19歳→20〜24歳の転出超過が多い。
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「示唆」

• 県内では、⻑門市からの転入超過が最も多く、山口市への転出
超過が最も多い。

• 都道府県別では、山口県からの転入超過が最も多く、山口県へ
の転出超過が最も多い。
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美祢市の観光分析
（目的地分析、宿泊者等の分析）
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• 目的地検索ランキング順位は以下の通り。
1位 秋芳洞
2位 秋吉台
3位 秋吉台サファリランド
4位 別府弁天池
5位 道の駅おふく
となっている。（※5位のみ）
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美祢市の産業構造マップ

（産業の現状等を分析）
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「示唆」

• 2016年において、全国と比較して企業数（企業単位）の割合が
高い産業は「卸売業・小売業」、「サービス業（他に分類されな
いもの）」、「建設業」、「生活関連サービス業」、「娯楽業」、
「農業、林業」、「複合サービス事業」、「鉱業、採石業、砂利
採取業」である。
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「注記」
特化係数：域内のある産業の比率を全国の同産業と比較したもの。
1.0を超えていれば、当該産業が全国に比べて特化している産業
とされる。

労働生産性の場合は、全国の当該産業の数値を1としたときの、
ある地域の当該産業の数値。
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